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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　旋回フレームと、プロング及びくぼみが完全に整合しないように、プロング及びくぼみ
の寸法にそれぞれ、ある公差が組み込まれており、旋回フレーム内で小さな移動が可能で
あるように、前記旋回フレームに固定された刃ユニットと、相互連結部材とを含む剃毛カ
ートリッジであって、前記刃ユニットが、１枚以上の刃を支え、カム表面を有し、前記相
互連結部材が、旋回軸の周りを旋回するための前記旋回フレームを旋回可能に支持する旋
回支持構造を有する、剃毛カートリッジと、
　カム従動子表面を有し、前記カム表面に作用して前記刃ユニットを付勢するように前記
相互連結部材から延びる付勢部材と、
　前記相互連結部材に固定されたハンドルと
　を備えるカミソリ。
【請求項２】
　前記付勢部材がバネ付勢プランジャを含む、請求項１に記載のカミソリ。
【請求項３】
　前記付勢部材が片持ちバネを含む、請求項１に記載のカミソリ。
【請求項４】
　少なくとも２つの付勢部材を備える、請求項１に記載のカミソリ。
【請求項５】
　前記ハンドルが、前記相互連結部材内の凹部と嵌合するように成形されたカートリッジ
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支持構造を備え、
　前記付勢部材が、前記カートリッジ支持構造から延びる、請求項１～４のいずれか一項
に記載のカミソリ。
【請求項６】
　前記旋回フレームが、上表面と下表面とを有し、
　前記カム従動子が、前記旋回フレームの前記上表面に向けて前記刃ユニットを付勢する
、請求項１～５のいずれか一項に記載のカミソリ。
【請求項７】
　前記カム表面が、休止位置から一方向にのみ前記旋回フレームが旋回できるようにする
、請求項１～６のいずれか一項に記載のカミソリ。
【請求項８】
　前記相互連結部材が中央基部構造を有し、
　前記付勢部材が、前記相互連結部材の前記中央基部構造から延びる、請求項１～７のい
ずれか一項に記載のカミソリ。
【請求項９】
　前記刃ユニットが、第１の位置と第２の位置との間で前記旋回フレームに移動可能に固
定される、請求項１に記載のカミソリ。
【請求項１０】
　前記カム従動子表面が、前記第２の位置に向かって前記刃ユニットを付勢するように前
記カム表面に作用する、請求項９に記載のカミソリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、剃毛カミソリに関し、より具体的には、旋回フレームと、刃ユニットと、刃
ユニットを付勢する付勢部材とを含む剃毛カミソリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　剃毛カミソリは、基本的な形態において、ハンドルとカートリッジとを含み、そのカー
トリッジ内に１枚以上の刃が装着されている。使い捨てカミソリにおいては、刃が使用に
より鈍化すると、カミソリ全体が廃棄され、新しいカミソリと交換される。剃毛システム
においては、刃が使用により鈍化すると、カートリッジが廃棄され、ハンドル上で新しい
カートリッジと交換される。
【０００３】
　いくつかの剃毛カミソリにおいて、刃は剃毛カートリッジ内に弾性的に装着され、剃毛
の間、皮膚接触の力を受けて撓曲する。いくつかの剃毛カミソリにおいて、ハンドルへの
カートリッジの連結は、ハンドルに対してカートリッジ上での旋回式装着をもたらし、そ
れにより、カートリッジの角度は、剃毛されている皮膚表面の輪郭に従うように適応する
。そのようなカミソリにおいて、カートリッジは、バネ付勢プランジャ及びハンドル上で
支持されたカム従動子が、カートリッジ上に見られるカム表面に対して作用することによ
って、休止位置に向かって付勢されることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　旋回フレーム及び刃ユニットなどの２つの構成要素から構成されたカートリッジに関し
、刃ユニットを好ましい剃毛位置へと付勢するように刃ユニットに作用する付勢部材を提
供する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明により、カミソリが提供される。このカミソリは剃毛カートリッジを含み、その
剃毛カートリッジは、旋回フレームと、旋回フレームに移動可能に固定された刃ユニット
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と、相互連結部材とを含む。付勢部材は、バネ付勢プランジャ又は片持ちバネを含む。こ
のカミソリは、１つ、２つ、又はそれ以上の付勢部材を含んでもよい。
【０００６】
　ハンドルは、相互連結部材内の凹部と嵌合するように成形されたカートリッジ支持構造
を備え、付勢部材は、そのカートリッジ支持構造から延びる。
【０００７】
　旋回フレームは、上表面と下表面とを有し、カム従動子は、旋回フレームの上表面に向
けて刃ユニットを付勢する。
【０００８】
　カム表面は、休止位置から一方向にのみ旋回フレームが旋回できるようにする。
【０００９】
　このカミソリは、刃が使用により鈍化するとカミソリ全体が廃棄される使い捨てであっ
ても、刃が使用により鈍化するとカートリッジが廃棄され、ハンドル上で新しいカートリ
ッジと交換されるシステムであってもよい。
【００１０】
　相互連結部材は基部構造を備える。ハンドルのカートリッジ支持構造は、相互連結部材
の基部構造内の凹部と嵌合するように成形される。
【００１１】
　刃ユニットは、第１の位置と第２の位置との間で旋回フレームに移動可能に固定され、
付勢部材は、カム従動子表面を有し、第２の位置に向かって刃ユニットを付勢するように
カム表面に作用して、相互連結部材からカム従動子の開口部を貫いて延びる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　本明細書は、本発明をなすとみなされる主題を具体的に指摘しかつ明確に主張する特許
請求の範囲を結論とするが、本発明は、添付の図面と関連してなされた以下の説明により
、更に理解されると考えられる。
【図１】本発明の剃毛カミソリの斜視図。
【図２】互いから分離された図１のカミソリのハンドル及び交換式カートリッジの斜視図
。
【図３】図２のハンドルの構成要素の分解図。
【図４】図２のハンドルの端部にあるカートリッジ支持構造を示す部分平面図。
【図５】図２のハンドルのプランジャの立面図。
【図６】図４の６－６に沿ったカートリッジ支持構造の部分断面図。
【図７】図４の７－７に沿ったカートリッジ支持構造の断面図。
【図８】図４の８－８に沿ったカートリッジ支持構造の部分断面図。
【図９】図４のカートリッジ支持構造内で使用されるエジェクタの平面図。
【図１０】図５のプランジャの斜視図。
【図１１】図５のカートリッジ支持構造内で使用されるエジェクタボタンの立面図。
【図１２】図１の交換式カートリッジの旋回フレームの底面斜視図。
【図１３】図１の交換式カートリッジの刃ユニットの底面斜視図。
【図１４】図１のカートリッジの底面図。
【図１５】図１のカートリッジの相互連結部材の背面図。
【図１６】図１のカートリッジの旋回移動の範囲を示す、部分的に切り取られた側面図。
【図１７】本発明の剃毛カミソリの別の実施形態の前面斜視図。
【図１８】図１７の剃毛カミソリの背面斜視図。
【図１９】本発明の剃毛カミソリの別の実施形態の前面斜視図。
【図２０】図１９の剃毛カミソリの背面斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１及び２を参照すると、剃毛カミソリ１０は、ハンドル１２と交換式剃毛カートリッ
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ジ１４とを含む。図２に示すように、カートリッジ１４は、ハンドル１２から取り外し可
能となるようにハンドル１２に解放可能に固定される。カートリッジ１４は、旋回フレー
ム１６と刃ユニット１８とを含み、刃ユニット１８は旋回フレーム１６に移動可能に固定
される。カートリッジ１４はまた相互連結部材２４を含み、この相互連結部材２４上に旋
回フレーム１６が旋回可能に装着される。相互連結部材２４は、取り外し可能に、また固
定式でハンドル１２の延長部２６に取り付けられる中央基部２７と、その２つの側部にあ
り、旋回フレーム１６を旋回可能に支持する、中央基部２７から延びる２本のアーム２８
とを含む。
【００１４】
　旋回フレーム１６は、上表面３０と下表面３１とを含む。旋回フレーム１６の上表面３
０は、旋回フレーム１６の皮膚接触表面又は剃毛表面である。旋回フレーム１６の上表面
３０は、ガード２０とキャップ２２とを含む。刃ユニット１８は、１枚以上の刃１９を含
む。図１及び２に示す実施形態において、刃ユニット１８は３枚の刃１９を含む。刃ユニ
ット１８はまた、カム表面３２を含む。
【００１５】
　ハンドル１２のカートリッジ支持構造４２は、細長い把持部分４１の端部から延びる。
カートリッジ支持構造４２は、成形された延長部２６と、付勢部材４３を提供する構成要
素とを含み、付勢部材４３は、この実施形態では、旋回フレーム１６に対して刃ユニット
１８を、また相互連結部材２４に対して旋回フレーム１６を付勢するためのバネ付勢プラ
ンジャ４４である。また、カートリッジ支持構造４２は、ハンドル１２からカートリッジ
を排出する構成要素も含む。
【００１６】
　ここで図３を参照すると、ハンドル１２の構成要素の分解図が示されている。バネ付勢
プランジャ４４、バネ４６、及びＵ字形状のエジェクタ４８が、カートリッジ支持構造４
２の凹部４９内に受容される。エジェクタボタン５０は、支持構造４２の上表面上の開口
部５２内に受容され、エジェクタ４８の後部の幅狭部分にある矩形領域５６内に受容され
る底部延長部５４を有する。
【００１７】
　図４～１１は、バネ付勢プランジャ４４、エジェクタ４８、ボタン５０、及びカートリ
ッジ支持構造４２の細部を示す。カートリッジ支持構造４２内の凹部４９は、エジェクタ
４８のアーム７８を受容するための幅広の前側部分７６と、エジェクタ４８の幅狭の部分
８２を受容するための幅狭の部分８０とを有する。エジェクタ４８の幅狭の部分８２にあ
る矩形領域５６は、支持構造４２の上表面にある開口部５２と概ね整列するが、矩形領域
５６は、エジェクタ４８がエジェクタボタン５０によって外側に押されると、スライドの
軸線８３に沿って開口部５２に対して移動可能である。
【００１８】
　エジェクタボタン５０の各延長部５４は、外側に向いた溝８４を有し、その溝８４は、
開口部５２内の各トラック８６上で軸線８３に沿ってスライドする。溝８４を画定する上
表面８５は、トラック８６の上表面８９上でスライドし、溝８４を画定する下表面９１は
、トラック８６の下表面９３の上又は周りでの捕捉を達成する。延長部５４は傾斜表面８
７を有し、この傾斜表面８７は、ボタン５０がカートリッジ支持構造４２の中に挿入され
ると、トラック８６の曲線状の上角部と共同して延長部５４を内側に撓曲させる。延長部
５４上の溝８４がトラック８６と整列すると、延長部５４は、実質的に、その撓曲してい
ない姿勢に戻り、エジェクタボタン５０を開口部５２内の適所にロックする。エジェクタ
４８をカートリッジ支持構造４２内に保持するために、エジェクタ４８が凹部４９内に設
置された後に、延長部５４の端部が矩形領域５６内に位置するように、ボタン５０が挿入
される。延長部５４は、エジェクタボタン５０がハンドル１２の端部に向かって押される
と、エジェクタ４８の表面９４を押す。ボタン５０が挿入された後、延長部５４の上部垂
直表面９６は、開口部５２の上表面９８間の空隙内に位置する。
【００１９】
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　バネ４６（図３）は、延長部５４の間の空隙を貫いて延び、ボタン５０上のバネガイド
９０の曲線状の下表面によって案内される。図７に示すように、凹部４９を画定する下表
面はまた、バネ４６を受容し案内する曲線状の中央部分９２を有する。
【００２０】
　図５及び１０に示すように、プランジャ４４は、平坦な本体１０６と、バネ４６（図３
）を受容するための円柱状の後方延長部１００と、旋回フレーム１６（図２）のカム表面
３２に作用するための前部の曲線状のカム従動子部分１０２と、サイドアーム１０４と、
整列後方ガイド部分１０８とを有する。平坦な本体１０６は、凹部４９の平坦な前側部分
内に配置される。本体１０６の上下のサイドアーム１０４の一部分及び整列後方ガイド部
分１０８は、非対称的な延長部２６の両側に位置するスロット１１０、１１２内に位置す
る。サイドアーム１０４は停止表面１１４を有し、この停止表面１１４は、プランジャ４
４がスロット１１０及び１１２の前部を越えて前方に移動するのを防止する。スロット１
１０、１１２内にある、凹部４９の上下のサイドアーム１０４の一部分及びガイド部分１
０８は、軸線８３に沿ったプランジャ４４のスライド動作を案内するガイドとして機能す
る。
【００２１】
　サイドアーム１０４は傾斜表面１２０を有し、この傾斜表面１２０は、プランジャ４４
が凹部４９の中に挿入されるときに、停止表面１１４がスロット１１０、１１２の前端部
を越えて前進し、停止表面１１４が各スロット内の適所にスナップ嵌めされるまで、アー
ム１０４を下側に付勢するためのものである。スロット１１０、１１２は、延長部２６の
両側に設けられているため、プランジャ４４は、どちらの姿勢の向きにおいても、停止表
面１１４がスロット１１０又は１１２の中に向いて挿入されることができる。
【００２２】
　図４及び８を参照すると、延長部２６の一表面は、延長部２６上にカートリッジ１４を
保持する目的で、カートリッジ１４の中央基部構造２７内に戻り止めを受容するためのく
ぼみを含む。
【００２３】
　ハンドル１２の製造において、細長い取手部分４１は、単一の構成要素であっても、一
体的な構造を形成するように共に固定される複数の構成要素であってもよい。
【００２４】
　ハンドル１２の端部のカートリッジ支持構造４２の構成要素を組み立てる際、エジェク
タ４８が最初に凹部４９の中に挿入される。次いで、バネ４６及びプランジャ４４が挿入
される。サイドアーム１０４の傾斜表面１２０は、挿入の間、凹部の中央に向かって付勢
され、次いでスロット１１０又は１１２（プランジャの向きに依存する）の中にスナップ
嵌めされて、プランジャ４４、バネ４６、及びエジェクタ４８をカートリッジ支持構造４
２内の適所にロックする。バネ４６は、エジェクタ４８を凹部４９及び延長部５４の表面
に対して後方に付勢すると共に、プランジャ４４を前方に付勢するように働き、停止表面
１１４は、スロット１１０又は１１２の前縁部に対して付勢される。ボタン５０は、エジ
ェクタ４８が適所に挿入された後に、開口部５２の中に挿入される。傾斜表面８７は、レ
ール８６の曲線状の上部部分によって内側に付勢され、エジェクタボタン５０は、溝８４
内に位置するトラック８６内の適所にスナップ嵌めされる。
【００２５】
　ここで図１２を参照すると、旋回フレーム１６の底表面３１が示されている。旋回フレ
ーム１６は、開口部３５を画定する２対の内壁３３及び３４を含む。内壁３３は、内壁３
４よりも長い。内壁３３は、各内面３８に沿って複数のプロング３６を含む。プロング３
６は、図１２において一方の内面上にのみ示されている。各壁３３はまた、壁の頂部に沿
って複数のガイド溝３９を含む。
【００２６】
　ここで図１３を参照すると、刃１９を収容した刃ユニット１８が示されている。刃ユニ
ット１８は、一対の長壁５８と、一対の短壁５９とを含む。一対のクリップ６０が、刃ユ
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ニット１８内に刃１９を固定する。長壁５８はそれぞれ、複数のくぼみ（indetents）６
１を含む。くぼみ６１は、図１３において一方の壁５８上にのみ示されている。刃ユニッ
ト１８はまた、３つのガイドバー６３を含む。中央のガイドバー６３は、カム表面３２を
含む。
【００２７】
　刃ユニット１８を旋回フレーム１６と接合するとき、スナップ嵌め連結が、刃ユニット
１８と旋回フレーム１６との間に形成される。刃ユニット１８は、旋回フレーム１６の開
口部３５内に嵌合するように寸法決めされ形作られる。刃ユニット１８上のガイドバー６
３は、旋回フレーム１６の溝３９内に載置される。刃ユニット１８上のくぼみ６１は、刃
ユニット１８のプロング３６と係合する。くぼみ６１がプロング３６と係合することで、
旋回フレーム１６が刃ユニット１８に移動可能に固定される。「移動可能に固定される」
という用語は、刃ユニット１８が旋回フレーム１６に固定されるが、旋回フレーム内で比
較的小さな移動が可能である状態を表すために使用される。小さな移動が可能となるのは
、プロング及びくぼみが完全に整合しないように、プロング及びくぼみの寸法にそれぞれ
、ある公差が組み込まれているときに実現するものである。つまり、プロングの寸法は、
くぼみの寸法よりもわずかに小さい。そのような公差は、製造の目的に必要なものである
。
【００２８】
　ここで図２を参照すると、移動可能な固定は、刃ユニット１８が、比較的短い距離だけ
旋回フレーム１６内で移動することを可能にするものであるが、そのような移動は、剃毛
の出来に影響を及ぼし得る。付勢部材４３のカム従動子１０２は、カム表面３２を押して
刃ユニット１８を好ましい剃毛位置に、すなわち旋回フレーム１６の上表面３０に向かっ
て付勢する。
【００２９】
　刃ユニット１８は、旋回フレーム１６内で第１の位置と第２の位置との間で移動する。
第１の位置において、刃ユニット１８は、旋回フレーム１６の下表面３１に最も近づく。
第２の位置において、刃ユニット１８は、旋回フレーム１６の上表面３０に最も近づく。
【００３０】
　図１４は、交換式カートリッジ１４及びその旋回移動の更なる詳細を示す。相互連結部
材２４は、旋回支持端部７２が凹部６８内に保持された状態で、旋回フレーム１６に組み
付けられて示されている。基部構造２７は、成形された凹部１３０を有し、その成形され
た凹部１３０は、延長部２６（図２）と同じ形状を有し、延長部２６と嵌合する。相互連
結部材２４のアーム２８は、支持端部７２が開口部を通じて凹部１３１に挿入されるとき
には撓曲し、端部７２が凹部１３１内に入った後には撓曲していない姿勢（potion）に回
復して端部７２を適所に保持する。
【００３１】
　図５、８、及び１５を参照すると、基部２７の凹部１３０内の突出部１３２が、延長部
２６のくぼみ１２２と嵌合する。凹部１３０の頂部に開口部７４があり、バネ付勢プラン
ジャ４４は、この開口部７４を貫いて基部２７から延び、刃ユニット１８上のカム表面３
２と相互作用することができる。
【００３２】
　図１６は、カートリッジ１４の旋回動作の範囲を示している。カートリッジ１４は、相
互連結部材２４及び相互連結部材２４のアーム２８と共に示されている。剃毛の間、まず
キャップ２２がユーザーの皮膚と接触し、カートリッジ１４が、プランジャ４４によって
付勢されて時計回りに旋回し、ユーザーの顔の輪郭に概ね追従する。キャップは、最初に
上を向いているので、キャップ２２により近い刃が、ガードにより近い刃よりも、皮膚に
対して最初に押し付けられることになる。しかしながら、ガード２０の領域での旋回及び
小さな復元力により、剃毛の間キャップによりもガードに大きな荷重がかかり、「ガード
が重い」カートリッジとなる。
【００３３】
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　基部構造は、解放可能なラッチで旋回フレームの上に保持され得る。刃は、頂部からで
はなく底部から装填され得る。カートリッジ支持構造は、ハンドルから分離したユニット
として作られ、ハンドルに取り付けられることができる。旋回連結は、各ホールに入れら
れたピン、シェルベアリング（shell bearding）、及び他の技術によってもたらされるこ
とができる。
【００３４】
　図１及び２に示す実施形態において、刃が使用により鈍化するとカートリッジが廃棄さ
れ、ハンドル上で新しいカートリッジと交換される剃毛システムが描かれている。本発明
はまた、刃が使用により鈍化するとカミソリ全体が廃棄され、新しいカミソリと交換され
るような、使い捨てカミソリと共に実施されてもよい。
【００３５】
　図１７及び１８を参照すると、使い捨て剃毛カミソリ２１０は、ハンドル２１２と剃毛
カートリッジ２１４とを含む。カートリッジ２１４は、ハンドル２１２から取り外しでき
ないようにハンドル２１２に固定される。カートリッジ２１４は、旋回フレーム２１６と
刃ユニット２１８とを含み、刃ユニット２１８は旋回フレーム２１６に移動可能に固定さ
れる。カートリッジ２１４はまた相互連結部材２２４を含み、この相互連結部材２２４上
に旋回フレーム２１６が旋回可能に装着される。相互連結部材２２４は、ハンドル２１２
に固定式で取り付けられる中央基部２２７と、その２つの側部にあり、旋回フレーム２１
６を旋回可能に支持する、中央基部２２７から延びる２本のアーム２２８とを含む。
【００３６】
　旋回フレーム２１６は、上表面２３０と下表面２３１とを含む。旋回フレーム２１６の
上表面２３０は、旋回フレーム２１６の皮膚接触表面又は剃毛表面である。旋回フレーム
２１６の上表面２３０は、ガード２２０とキャップ２２２とを含む。刃ユニット２１８は
、１枚以上の刃２１９を含む。図１７及び１８に示す実施形態において、刃ユニット２１
８は３枚の刃２１９を含む。刃ユニット２１８はまた、カム表面２３２を含む。
【００３７】
　ハンドル２１２のカートリッジ支持構造２４２は、細長い把持部分２４１の端部から延
びる。相互連結部材２２４は、ハンドル２１２のカートリッジ支持構造２４２に固定され
る。この実施形態では片持ちバネ２４４である付勢部材２４３は、カム表面２３２に作用
して刃ユニット２１８を付勢するように、相互連結部材２２４から延びる。片持ちバネ２
４４は、相互連結部材２２４の中央基部２２７から延びる。
【００３８】
　図１９及び２０を参照すると、使い捨て剃毛カミソリ３１０は、ハンドル３１２と剃毛
カートリッジ３１４とを含む。カートリッジ３１４は、ハンドル３１２から取り外しでき
ないようにハンドル３１２に固定される。カートリッジ３１４は、旋回フレーム３１６と
刃ユニット３１８とを含み、刃ユニット３１８は旋回フレーム３１６に移動可能に固定さ
れる。カートリッジ３１４はまた相互連結部材３２４を含み、この相互連結部材３２４上
に旋回フレーム３１６が旋回可能に装着される。相互連結部材３２４は、ハンドル３１２
に固定式で取り付けられる中央基部３２７と、その２つの側部にあり、旋回フレーム３１
６を旋回可能に支持する、中央基部３２７から延びる２本のアーム３２８とを含む。
【００３９】
　旋回フレーム３１６は、上表面３３０と下表面３３１とを含む。旋回フレーム３１６の
上表面３３０は、旋回フレーム３１６の皮膚接触表面又は剃毛表面である。旋回フレーム
３１６の上表面３３０は、ガード３２０とキャップ３２２とを含む。刃ユニット３１８は
、１枚以上の刃３１９を含む。刃ユニット３１８はまた、カム表面３３２を含む。
【００４０】
　ハンドル３１２のカートリッジ支持構造３４２は、細長い把持部分３４１の端部から延
びる。相互連結部材３２４は、ハンドル３１２のカートリッジ支持構造３４２に固定され
る。この実施形態では２つの片持ちバネ３４４を含む付勢部材３４３は、カム表面３３２
に作用して刃ユニット３１８を付勢するように、相互連結部材３２４から延びる。片持ち
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バネ３４４は、相互連結部材３２４の中央基部３２７から延びる。
【００４１】
　本明細書で開示される寸法及び値は、列挙された厳密な数値に狭義に限定されるものと
して解釈されるべきではない。その代わりに、別段の指定がない限り、そのような各寸法
は、列挙された値と、その値周辺の機能的に等価な範囲との双方を意味するものとする。
例えば、「４０ｍｍ」として開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味するものとする。
【００４２】
　「発明を実施するための形態」で引用したすべての文書は、関連部分において参照によ
り本願に組み込まれるが、いずれの文書の引用も、それが本発明に対する先行技術である
ことを認めるものとして解釈されるものではない。本書における用語のいずれかの意味又
は定義が、参照により組み込まれる文書における同じ用語のいずれかの意味又は定義と対
立する限りにおいては、本書においてその用語に与えられた意味又は定義が優先されるも
のとする。
【００４３】
　本発明の特定の実施形態について図示し説明したが、種々の他の変更及び修正が、本発
明の趣旨及び範囲から逸脱することなくなされ得ることは、当業者には明らかとなろう。
したがって、本発明の範囲内にあるそのような全ての変更及び修正を、添付の特許請求の
範囲で扱うものとする。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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